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■概要 

 これまでに作成した色覚シミュレータの応用例として、色覚補償フィルタ（眼鏡）への適用を検討

した。色覚補償フィルタについては、海外メーカより販売されているものがある。使用者からは、「劇

的に色見えが良くなった」といった肯定的な意見がある一方で、「むしろ色見えが悪化した」との否定

的な意見が挙げられている。また、多数の研究者による検証実験が行われている。しかし、肯定・否

定のいずれの結果も呈示され、その評価は定まっていない。色弱者の色覚特性の個人差が大きいこと

は以前より知られている。また、設定条件や評価内容が報告ごとに異なっている。これらのことが、

検証結果に影響を与えているものと推察した。本研究では、原点に立ち返って、色覚特性の主要因と

なる錐体感度特性に基づいて色覚補償を最大化するフィルタの光学特性を最適化計算によって導く

方法を検討した。すなわち、色弱者に多く現れる赤緑方向の低下した色コントラスト感度を最大化す

るフィルタ特性である。ここでは、可視光範囲でのフィルタ透過率をパラメータとして各フィルタ特

性を算出した。その結果、色覚補償は、透過率を犠牲にすることで引き出されていること、無色透明

ではなく青色方向の色味を付けることで増加することが分かった。しかし、ここでの計算は、一部理

想的な条件設定をおこなっていた。この条件の成立可能性も考慮すると、大幅な明るさ低下や色見え

の変化なしに色覚補償することは困難であると結論づけられた。但し、特定の色覚者に限り、赤緑コ

ントラストの改善の可能性はあるため、特定場面での一時的利用の有効性も予想された。 

■成果 

色覚補償フィルタの機能発現機序を明らかにし、その有効性と制限要因を示した。 
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